
法 学 部 学 生 が 自 発 的 に 学 習 す る 授 業
-

－ 各 種 ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら －-

法学部 沢田克己

古まじめに

｢ 法学部+ と い えば､ 学生古ま ｢ 法律+ を勉強 し､ 将

来は法曹( 裁判官､ 検事 ､ 弁護士) または官僚 となるも

の と い うイ メ
ー ジ が 一

般的で あるように思われ る o こ

れらい ずれに しても､ 資格試験または採用試験に合格

しなければ､ そ の職 に就くこ とはで きない ｡ 本学部の

卒業後にかか る職業を目指すので あれば ､ 学生は自ず

とそ の ための( 試験科目に該当する科目の)勉強を自発

的に行うはずで ある ｡

しか し､ 現実には必ずしもそ の ような単純な対応関

係がみ られるわけで はない ｡ 法学部が学生を対 象に行

つ た各種の ア ンケ
ー トの 結果を通 じて か か る状 況を

明らか に し､ そ の理由を探ろう ｡

法学部学生の入学時の傾向

そ もそも 法学部 に入学す る学生の全 員が法曹等 の

法律職を目指すわけでは な い ｡ 本学部が 平成13 年度新

入生(昼の学生) を対象に春期ガイ ダンス の 際に行 っ た

ア ンケ ー トの結果が ､ そ れを如実に物語 っ て い る ｡

本 ア ンケ
ー

トにおいて ､ 次の 質問項目が あ っ た ｡

あな たが 法学部 に入学す る希望 を持 っ た主な理 由

は? 【2 つ まで回答可能】

①将来 ､ 法曹( 弁護士
･ 裁判官 ･ 検察官) に なりた

い から

②将来 ､ 公務 員になりたい から
､

③将来の企業 へ の就職試験で有利だか ら

④将来 ､ 大学院 に進学 したい から

⑤法学部 で勉強す る学問的な関心 があ っ

たか ら

⑥知人(両親 を含む) に勧め られたか ら

-
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⑦知人( 両親を含む) が法学部 に在学 し､ また

は卒業 して い るから

⑧そ の他

こ れに対する有効回答3 18 の 内訳は､ 次の 通りで あ

る o ①6 0(1 8 ･ 9 % ) ､ ②8 2(2 5 ･ 8 % ) ､ ③2 2( 6 .9 %) ､ ㊥l o(3 . 1 %) ､

⑤1 1 1(3 4 ･9 %) ､ ⑥15(4 ･7 %) ､ ⑦5( 1 , 6 %) ､ ⑧1 3(4 .1 %) ｡

こ の ように ､ 法学部 へ の入学動機 に してすで に ､ 多

岐に分か れる ｡ 入学時に抱く卒業後の希望進路の最多

は①( 法曹) で はない ことが とくに目を引く｡

ただ し､ 新入生の 多くが ､ 卒業後 の進路を考えた上

で 法学部 - の 入学を希望す る に至 っ た こ とは示され

て い る ｡ た しか に ､ 本質問事項 へ の8 つ の 回答選択肢

の 中の最多 臥 卒業後の進路との関わりを否定する⑤

で あるo しか し､ (9 ､ ② ､ ③ ､ ④ の 回答を個別 にカウ

ントすれば⑤に 比して少ない とはい え､ こ れらを合計

すれば17 4(5 4 .7 %) となる ｡ 癖束の進路 を見据 えて法学

部 に入学 した学生が過半を占め る ｡

法学部学生 の 入 学時に おけ る希望進路 の 明薩性 を

裏付けるの が ､ 次 の 質問項目 へ の回答結果で ある ｡

大学卒業後の 進路 に つ い て 受験前に 決めて

い ま したか ?

(9 強く希望 して い る進路持 っ て受験 した

(診 一

応考えて い る状態で 受験 した

･(診漠然 とした状況で の受験であ っ た

④在学中に決めればよい と考えて い た

⑤ま っ たく考えてい なか っ た

こ れに対する有効回答2 0 2 の 内訳は､ 次 の通りで あ

る ｡ ①6 4(3 1 ･7 %) ､ ②9 1(4 5 ･0 % ) ､ ③28( 13 . 9 % ) ､ ④1 5(7 .

4 % ) ､ ⑤4(2 .0 %) ｡

最 多は②であり､ 卓れに①を合わせ れば1 55(7 6 . 7 % )



となる｡ 卒業後の進路 をはとん ど考えずに入学 した学

生は少数であ る｡

法学部学生の 卒業後の進路

で政､ 卒業後に現実に進む進路は どうか ｡ 本学部 の

卒業生の進路 は､ 必ず しもJ ｢ 法律+ に関係する方向の

一 つ にまとま っ て い るわけではない ｡ 本学部卒業生の

司法試験合格者は､ 平成 12 年度及び13 年度におい て そ

れぞれ1名にすぎな い?

平成12 年度( 平成 13 年3 月) 卒業生で進路が 判明 して

い る者のうち､ 最も多い の は公務員(53 名､ 2 9 .3 %) で あ

る ｡ そ のうち国家公務 員が15 名( Ⅰ種試験合格者は1 名､

ⅠⅠ種試験合格者は14 名) であ る｡ 地方公務員は ､ 3 8 名で

ある ｡ 就職先民間企業 の業種は､ 多岐にわたる ｡ 産業

分野で分 けると ､ 最多がサ ー ビ ス業の4 9 人(2 7 ･1 % ｡ う

ち､ 法線事務所5 人) で あり､ それ に次その が金融
･ 保

険業の33 人( 18 . 2 % ) で ある｡ 法学部卒業生が公務 員とな

る場合に は､ 多少なりとも法律や政策立案に関わる部

署 に配属 される可能性が 高かろう･｡ 民間企業 に就職す

る場合に あ っ て も､ 法学部で学んだ専門知識が 活用 さ

れ る場面はある に違い ない ｡ しか し､ 専ら専門知識が

求め られる職場は多くはな い で あろう ｡

こ
■

れは憂う べ き状況とい うわけで はない ｡ 本学部 に

限らず､ 全国 の法学部は法曹の養成のみ を目指 して い

るわけで はない か らで ある ｡ 平成1 3 年度司法試験合格

者 が最も多い 東京大学法学部 にあ っ て すら､ 2 0 6 名 が

合格 した にすぎない ｡ 入学定員が5 9 0 名 で あ るか ら ､

単純に言う とするならば､ およそ学生3 人に1 人 の 割合

で ある｡

現在､ わが国の法学部 には法曹界のみな らず ､ 行政 ､

経 済界な ど多方面か らの 人材供給の 要請が寄せ られ

て･おり､ また､ 全 国の法学部はそれ に応 える よう努め

て い る｡ 本法学部にあ っ ても例外で はない ｡ こ れと同

時に ､ 卒業後の指 向性が多方面に分岐する学生が履修

する授業科目が多様化 して おり､ か つ ､ そ の 中で も学

生が 自ら進 ん で学習す る科 目は個 々の 学竺によ っ て

(場合によ っ て は大きく)異な る ｡ すなわち､ 司法試験

科目だけが法学部学生の勉強の対象で古まなく､ また自

発的に勉強する科目である と い うわけではない ｡

学生の自発的学習

以上の ように ､ 法学部学生におい は ､
い わば入口 で

は卒業後の進路が 明確化 され七い る. 出 口にお い て は､

入 口で 比較 的大きい 割合を占め た法曹 へ の 道 を歩む

者の数は大幅に減少するものの ､ ( ア ンケ
ー ト対象者が

異な るので 単純な比較はできない が) 公務 員 となる者

の 比率はむ しろ増加する ｡ こ の ような違 い の ある入 口

と出口の 間に ある学生生活におい て ､ 学生はどの よう

な科目に つ い て 自主的 に勉強 に取り組 んで い るの か ｡

法学部 は平成13 年度 ､ 法学部開設専門科目に つ い て

学生に よ る授業評価 ア ンケ ー トを行 っ て い る ｡ 今後 ､

暫くの期 間にわた っ て ､ 継続的に実施され る ｡ 本稿執

筆の 時点 におい て は､ 平成1 3 年度第 1 期 の授業評価 ア

ンケ
ー

トの みが 実施済み である ｡ 本 ア ンケ
ー

トは､ 非

常勤講師によ る不定期開設授業 を除きJ 全ての 法学部

開設専門科 目を対象と して 定期 試験 直前の 授業に お

い て 実施 された｡ ア ンケ
ー

ト結果 の 信頼性に疑問が 生

ずる こ との ない よう ､ 実施 ､ 集計作業等は学務委員た

よ っ て行われた｡ 授業担当教員は､ 回答記入済み マ ー

ク カ ー ド に全く手を触れてい ない ｡

本 ア ンケ ー トは昼の授業の みならず ､ 夜間主コ
ー

ス

授業 に つ い ても実施された ｡ な お､ 法学部におい て は

昼 の 学生に夜間主 コ ー ス 授業を履 修す る こ とを認め

て い な い の で ､ 硬間主コ
ー

ス 授業の 評価 には昼の学生

は全く関与 して
.
い な い ｡

対象授業数は9 1( うち､ 講義45 ､ 演 習4 6) で ある ｡ そ

の うち夜間主 コ ー ス授業 は ､ 講義が 1 4 ､ 演習が 1 で あ

る｡ 回収 された回答カ ー ドの 総数 は3 4 0 8(う ち､ 講義

22 7 4
､ 演 習63 4) で ある ｡

ア ンケ ー ト結果は､ 第2 期の授業 ア ンケ ー

トの 結果

と ともに
一

般 に公開 され る｡ ただ し､ 回答学生数が 極

めて少ない講義及び演習の評価結果 にあ っ て は､
一

人

の 学生の 回答行動 が評価全体 に及 ぼす影響が甚大で

ある ため ､ こ れを公開すると誤解を招く可能性が高い ｡

し た が っ て ､ 回答学生が5 人未満の 講義及び演習 に つ

い て は､ ア ンケ
ー

ト結果 は
一

般 に は公開 しない こ とと

されて い る ｡ 以下i子おい ても ､
こ の基準に従 っ て ､ 回

答者数 が5 未満の講義1及び 演習5 に つ い て は論述の 対

象か ら除く ｡

-
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本ア ンケ ー トの3 7 の 質問項目の なか に ､ 学生が どの

科 目に つ い て 自ら勉強 して い るか を暗示す るも の が

ある ｡ 下記のもの である ｡

自ら進ん で ､
こ の授業の ため に授業時間外 の

学習を した｡

(9 あ てはま る

②どちらか と い えばあて はまる

③どちらかとい えばあて はまらない

④あてはまらない

こ の質問項目の 直前に ､ 当該の授業で は授業時間外

の 学習( 予習
･

復習等を含む) が求め られたか否か ､ ま

た､ 求 められた授業時間外の 学習を指示通りに行 っ た

か否か を問う質問が ある ｡ したが っ て ､ 本質問事項 に

対 して は､ 教員か ら求められ るこ となく学生が自発的

に勉強をしたか否か が答えられて い るはずで ある ｡

全体 の 回答数 は ､ 講義に つ い て(9 は2 6 2 ､ ②は4 7 6 ､

③は8 6 2 ､ ④は11 3 8 で あ る｡ 演習に つ い て①は23 6 ､ ②

は22 2 ､ ③は1 2 0 ､ ④は5 1 で ある｡

① の 回答数に2 を乗 じ､ ②の 回答数 に1 を乗 じ､ ③の

回答数に
-

1 を乗 じ､ ④の 回答数に -

2 を乗 じて得た数を

合計 し､ 回答総数で 除 した平均(以下､
｢ 平均点+ と い

う) は､ 講義全体でT O ･7 7 ､ 演習全体で0 ･7 4 で ある ｡ こ の

平均点が正 の 数で ある こ
■
とは

､ 自発的な授業時間外学

習が行われ る傾向が 強い こ とを意味する ｡ 負 の数で あ

る場合は､ そ の 逆で ある ｡

さ て ､ 個別の授業に つ い て は どうか ｡ 前述の 平均点

が 正の数 とな っ たの は､ 4 4 の 講義の うち8 で ある ｡
一

方 ､ 演習に つ い て は ､
4 1 の うち3 9 と い う圧倒的な部分

におい て 正の数が得 られた｡ 正 の数を得た講義は ､ 具

体的 には次の通りで ある ｡

科白名 担当教員 学生数 平均点

ドイ ツ社会文化論 Ⅰ フォ
ークト助教授 8■ 1 .5 0

､

働 団体法Ⅰ * 固武教授 7 0 .5 7

比較法文化論
*

松本助薮授 2 9 0
.5 2

フ ラ ンス 論証文化論Ⅰ 岡崎講師* * 2 7 0 .4 4

ドイ ツ法文化論Ⅰ へ
寸

- アマン助教授 5 0 .4 0

英米法文化論2 0 0 1 タ
小

一 ストン助教授 8 0 .3 8

ア ジ ア社会文化論2 0 0 1 丁助教授 10 0 .2 0

口的財産法Ⅰ * 渡遵助教授 3 5 0 .0 6

* は 夜間主 コ
ー

ス 授業

* 声は非常勤

受講者数 との 関係 はどうか ｡ 上掲の 8 講義の平均受

講者数( より正確に は､ 回答者数)は ､
1 6 . 1 で ある ｡ 平均

点 が 負の 数 とな っ たそれ以外 の講 義の 平均 受講者数

は､ 6 7 .2 で ある ｡ 平均点が負で あ っ た3 6 講義の 内､ 聴

講者数が1 6 .1 を下 回 っ たの は8 講義である ｡

以上の結果か ら､
‾
次の点に注目でき る ｡ 第

一 に
､ 演

習 にあ っ て は講 義に おける よりも自発的な 授業時 間

外学習が行われ る傾 向が強い ｡ 法律革の講義で あ っ て

平均点が正 で あるの は､ 夜間主コ
ー

ス の も の だけで あ

る ｡ 第 二 に ､ 語学系の授業にあ っ ては ､

t
自発的な授業

時間外学習が多 い ｡
と く に ､

昼 の講義で平均点が 正で

あ るの は､ 語学系のみ である ｡ な.お､ 本稿におい て は

示さ ない が ､
い わゆる六法系の講義にあ っ て は､ 平均

点が 負で あ っ ても比較的高い もの が 多い ｡ 第三 に ､ 受

講者数の少な い 講義におい て ､ 自発的な授業時間外学

習が なされ る傾 向が強い ｡

こ の ような学生の 自発的学習の傾 向の 理 由を説 明

す る とすれば ､ 次 の ように言う
`

こ と が可能で あろう ｡

まず ､ 昼の 学生は ､ 演習 に つ い て自発的学習を多く行

っ て い る ｡ 夜間主 コ
ー

ス に設けられた演 習は1 の み で

あり ､ 4 0 の 演習が 昼 に開講されて い る｡ そ の うち3 8 演

習の 平均点が正 であるの で ､ 昼 の学生は講義 よりも演

習 に つ い て 自発的学習を積極 的に行 っ て い る と い え

る ｡ 演習におい て は予習､ 調査が必要で ある こ とが そ

の 理由の
一

つ で ある こ とには+ 疑 い がない ｡ し か しよ
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り根本的な原 因は､ 演習におい ては学生の興味､ 関心

に 直結した特定のテ ー

マ が取り上げられ ､ あ る い は将

来 の 資格試験や採用試験の 受験に有益な授業がなさ

れる こ と にある と捉えるこ とが でき る｡ また､ 講義 に

おい て基礎的な知識を獲得 し､ そ れを応用 し発展 させ

る場と して演習を位置づ ける学生に と っ て は､ 演習 こ

そが 自己の能力を傾注す べ き局面となろう ｡■

第二 に ､ 語学系の授業に つ い て自主学習が なされ る

傾向が強い の 杖､ 教員か ちの指示がなくとも､ 自ら予

習復習 を杜 じめとする 自主学習を行わなければ授業

に つ い て い けない からで あろう ｡ 必要に迫られた結果

であ ると思われる ｡

第三 に ､ 少人数 の授業に つ い て自主学習が 行われ る

傾向が あるこ とは､ ( 自主学習が不可欠な)語学系の授

業 の履修学生数が 少ない こ との 反面に すぎない と思

われ る｡ すなわち､ 履修学生数が少ない がゆえに自発

的学習が行われて い るわけではない ｡ 事実､ 履修学生

数が16 .1 を下回る講義で あるか らとい っ て ､ 平均点が

高い わけではない ｡ 全体的に自発的学習が多くなされ

てい る夜間主 コ ー ス 授業 の
一

つ であ っ て ､ 聴講学生数

1 1 の 講義におい て ､

-

1 .0 0 の 平均点が み られ た｡

なお ､ 必ず しも包括的か つ 厳密な分析を行 っ たわけ

で はない が ､ 本質問事項 へ の 回答と他の 質問事項 へ の

回答との 間 には有意な関連性が認め られ ない よう な

の で ､ こ れ に つ い ては言及 を差 し控える ｡

むすび

法学部には ､ 昼 の 授業 を聴講する学生 と主 と して夜

間開講 の授業 を聴講する学生が所属する ｡ 両者 の 間に

は ､ 自発的学習の観点か らみて 異な る傾向が み られる ｡

法学部 におい ては･､ 平成1 3 年度における試行を経て平,

成14 年度にt A P 制とq p A 制を正式に導入する予定で あ

る･｡ こ れら両制度は学生の履修科目登録行動に影響を

及ぼすと同時に ､ 自発的学習の 傾向を変化させ るで あ

ろう ｡ 本学部の G P A 制 にお い て は演習は G P A の 計算 の

対象から外 されるため ､
とくに

､
昼 の学生が 講義の勉

強に力点を移動させ る こ とが予想され る｡

なお､ 司法試験その他の資格試験 ､ 公務員採用試験

等 の ため の( 直接 に当該の授業そ のもの の ための も甲

とはい えない)勉強は､ 学生による授業評価 ア ンケ
ー

ト

の ｢ 自ら進んで行 っ た授業時間外学習+ に は含められ

て い ない 可能性が高い ｡ こ の ア ンケ ー ト にお い て は ､

当該の特定j受業 の ため の 時間外学習 の 有無 が 問われ

て い るか らであ る｡ したが っ て ､ 例 えば法律系の授業

の ため の授業 時間外学習 が 少ない との結果 が あ っ て

も､ 学生がそ の科目の勉強を自尭的に行 っ て い ない と

直ち にはい えない こ とを付言 しておく ｡

[ 付記] 学生による授業評価 ア ンケ ー トのデ ー タ分

析には ､ 法学部兵藤守男教授 ( 学務委員) の協力壷得

た｡ 記 して ､ 感謝申 し上 げる ｡
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